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どこででも、あなたがたが角笛の鳴るのを聞いたら、
私たちのところに集まって来なさい。

私たちの神が私たちのために戦ってくださるのだ。」

ネヘミヤ記４章２０節



2025年最後の会場礼拝が行われました。

初めて参加してくれた方と久しぶりの方々と共に 一年の感謝を主に捧げました

主に捧げるプレイズダンス、ゴスペルフラダンス

礼拝後の交わり



セレステママの誕生日をみんなで祝いました！



大阪メンバーかずみの洗礼式が行われました。ハレルヤ！！

あなたの神、主は、あなたのただ中におられる。

救いの勇士だ。

主は喜びをもってあなたのことを楽しみ、

その愛によって安らぎを与える。

主は高らかに歌ってあなたのことを喜ばれる。

ゼパニア書３章１７節



AMI JAPANが支援している「空飛ぶ探索医療団ARROWS」から支援報告が届きました

地震から3度目の冬も、私たちは、珠洲にいる。

2022年6月に震度6弱、2023年5月に震度6強の地震で被災した珠洲市。

復興が着実に進んでいたなか、2024年1月1日には未曾有の大震災に見舞われました。

さらに、同年9月には記録的な豪雨による被害も発生。

「立ち上がろうとしては、くじかれる」という厳しい状況が続いていますが

私たちはこれからも珠洲市の人びとに寄り添い、復旧・復興に向けた支援を続けていきます。

日常を取り戻すための生活支援再建

震災後に破損してしまった家屋や家具の修復、

片付けを必要としている方々に必要な情報を提供し、

支援団体につなげていく等、

被災者一人一人に合わせた生活再建を

サポートしていきます



できる支援があるなら「何でもやる。」空飛ぶ捜索医療団 "ARROWS "

ARROWSは医師・看護師、レスキュー、災害救助犬、ロジスティシャンを中心とした

災害緊急支援プロジェクトです。

孤立した地域でつらい状況にある人々のもとへ、陸、空、海から独自の輸送手段で

いつでもどこへでも真っ先に駆けつけ、助け出します。

被災地に必要な支援を見極め、捜索・救助、医療、物資、避難所運営をはじめ、

復旧・復興期までそばにいて、ともに明日をめざします。

これからも、あなたと一緒に。 


